
はじめに
（支援者のみなさまへ）

　「たんけんたいシリーズ」は、ひらがなの習得段階にあるお子さん、読み書きに困難を抱

えるお子さん、そして外国にルーツのあるお子さんなど、多様な背景を持つ子どもたちが

共に学べるインクルーシブな教育環境を支えるための初期指導教材として誕生しました。

2024 年 5 月に『ことばたんけんたい vol.1　ことばをみつけましょう［文字とことば：ひ

らがな編］』および『ことばたんけんたい vol.2　ことばをみつけましょう［文字とことば：

カタカナ編］』を刊行して以来、教育現場やご家庭で広くご活用いただき、心より感謝申し

あげます。

　続編となる今回の『くらふとたんけんたい　かたちをみつけましょう』は、前作をご利

用いただいた支援者のみなさまから寄せられた「ひらがな練習の前段階として、筆記具な

どの使い方を身につける教材がほしい」という声を受けて制作しました。鉛筆・クレヨン・

ペンなど、多様な筆記具に親しみをもち、書くことへの意欲を育てるワークをはじめ、消

しゴムの使い方やはさみを使った巧緻性の向上、さらに算数につながる図形の認識まで、

学習の基礎を支える多彩なタスクを収録しています。

　本教材は、就学前日本語指導の「プレスクール」などで活用いただくことを主に想定し

ていますが、就学後、『ことばたんけんたい vol.1』『ことばたんけんたい vol.2』に取り組

む前段階として使っていただくのもよいかと思います。

　特に形を扱う問題については、私家版で数年間実践を重ねてきた内容を出版にあたり深

化させました。なぞり書きや絵の補完、そして、三次元的な視点を養う「三方向からの視点」

など、認知機能を刺激するタスクを充実させています。また、図形学習の基礎となる「タ

ングラム」（三角形を中心としたパズル）のタスクでは、図形の認知だけでなく、正解を急

がずに試行錯誤する過程も学習目標としています。

　支援者のみなさまには、お子さんの興味に寄り添い、一緒にワクワクしつつ答えを見つ

けていただけたら幸いです。

　本教材の学習項目の解説は、シリーズ前作に引き続き、年少者日本語教育が専門の松本

恭子氏に日本語教育の視点から、公認心理師の米田奈緒子氏には児童発達支援・特別支援

教育の専門的知見から、執筆していただきました。また、温かみのあるイラストは、杉浦

恵子氏によるものです。
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本教材は、ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多くの人に見やすく
読みまちがえにくいデザインの文字を採用しています。

On the basis of the policy of universal design (UD), easy to understand and 
easy to read character designs are used.

　本教材は、令和 4 年度科学研究費 基盤研究（C）（研究代表川崎直子）の助成を受けて

作成しました。

       「たんけんたいシリーズ」サポートサイト

https://publishing.bonjinsha.co.jp/support/tankentai

2026 年 4 月

川崎直子
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本教材は、令和 4 年度科学研究費基盤研究（C）（研究代表川崎直子）の助成を受けています。
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